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 本研究では，青森県八戸市における八戸三社大祭の3つの神社を結ぶ山車の経路に着目した上で，祭り

の歴史を下敷きに，各町内で組織される「山車組」に長年参加を続けている人々へのインタビューを行っ

た．地域コミュニティと山車組との関わりや祭りへの関与の仕方の変化について得られた発話データを用

いて，都市における場の要素を類型化し，場のデザインに結びつける考察を行った．	
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1.	
 はじめに	
 
	
 

(1)	
 研究の目的	
 
	
 人は生活の中で様々な「場」を経験する．ここでい

う「場」とは，空間，時間，そこで起こっている物事を

共有し関わり合う人々の集まりである．意図的に人々が

集まる場だけでなく，よく利用する公園やバス停，なじ

みの店などで交流の場が自然発生的に出来ることもある

だろう．こうした場で生まれる交流は，地方都市の過疎

化や高齢化，独居者の増加などが進む社会において，

人々の拠り所として重要である． 
	
 都市における場をデザインするにあたり，その土地の

場のあり方や空間要素をとらえる上で人々のオーラルヒ

ストリーに着目することが有効であると考えられるが，

語りを空間と結びつけ計画や設計に反映する手法につい

ては未だ明らかになっていない．本研究は，地域の人々

を結ぶ場において人々の交流や集散がいかにして起こっ

ているのかを場に関わる人々の語りからとらえ，都市に

おける場のデザインへと発展させることを目的とする． 
 
(2)	
 調査・提案対象	
 
	
 本研究では青森県八戸市を対象とし，地域における特

徴的な場を形成しているものとして「八戸三社大祭（以

下「三社大祭」）」に注目し，祭りに参加する山車組と

いう組織の場の要素を抽出した．これを日常と祭りにお

ける空間の使われ方と重ね合わせ，祭りの舞台である八

戸市中心街における場のデザインについて考察した． 
 
(3)	
 既往研究	
 
都市における場に関する研究として，阪神大震災の被

災地における地蔵祭祀を取り上げ，地元住民への聞き取

り調査をもとに祭祀の場の維持とそれを担う住民の記憶

の関係を考察した相澤の研究 1)などがある．祭祀の意味

付けや参加形態，地域の空間的変化といった観点から考

察がなされているが，空間要素や人々の関わりの生まれ

方などといったデザイン言語の抽出や場のあり方につい

ての提案はなされていない．  
	
 

	
 

2.	
 研究の手法	
 
 
(1)	
 山車組という場への注目	
 
	
 後述のように，三社大祭には市内の各町や企業が組織

する山車組が参加している．祭り独特の空間利用や地域

住民が山車組に関わる過程や祭りへの愛着の表れ方など

から，人々にとっての場の意味付けや場を存続させる動

機，それらがどのような要素によって生まれるのかを明

らかにする．	
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(2)	
 インタビュー調査	
 
	
 山車組の場について分析するにあたり，三社大祭に幼

少時から参加を続け，今も山車組との関わりが続いてい

る地元の方々にインタビューを行った．祭りを見物する

だけでなく実際に長年山車組の活動に携わってきた方々

の言葉からは，場における人々の集散に関わる特徴的な

要素を抽出できると考えたためである． 
	
 インタビューにあたっては質問項目をあらかじめ詳細

に決めるのではなく自由に山車組での体験を想起してい

ただき，後から場の要素を抽出・分類する手法をとった． 
これに加え，場のデザイン提案に向けて文献 2) 3) 4)による

三社大祭の歴史の調査，八戸市中心街の空間利用の観察

調査や街頭インタビュー調査を行った． 
 
 
3.	
 八戸三社大祭	
 
 
(1)	
 概要	
 
毎年 7/31～8/4にかけ行われ，約 290年の歴史を持つ
山車祭りである（図-1）．八戸市内にあるおがみ神社・
新羅神社・神明宮の三社合同の神事で，神輿行列に加え

て氏子である市内の町内会や企業が運営する山車組が参

加し（2011年は 27組の山車組が参加），山車を引く引
き子や太鼓，お囃子，虎舞などの民俗芸能の行列で中心

街を練り歩く（図-2）．山車は民話や歌舞伎などを題材
としたものが多く，山車の出来を競う審査もあるため毎

年各山車組で趣向を凝らして制作される．平成 16年に
「八戸三社大祭の山車行事」として重要無形民俗文化財

に指定された． 
 
(2)	
 歴史	
 
	
 享保6（1721）年におがみ神社で豊作加護のために氏

子たちが祭礼を行ったのが起源であり，当初は神輿行列

で町内を練り歩き，新羅神社へ渡御していた．その後八

戸藩の有力商人が買い入れた人形を載せて担いだ屋台や

虎舞など町民で編成した行列が参加するようになり，ま

ちの安泰や豊作を祈願する大規模祭礼として発展する．

のちに新羅神社と神明宮の行列が加わって三社の祭りと

なり，毎年同じ人形を屋台に載せる形式から新しく作っ

た山車を運行する形へと変化し，現在の三社大祭の原型

となった． 
 
(3)	
 山車組と屯所・山車小屋	
 
	
 先述のように元来おがみ神社の氏子の祭りだったが，

町民で行列を編成するようになってからは各町内の消防

団などが運営の中心になることが多かった．若い人手を

集めやすく，町内への連絡の伝達などもしやすかったた

めと言われる．現在は各町や企業が山車組を運営してい

るが，今も町内会が直接関与せず有志が運営している山

車組もある．  
	
 古くから山車組の活動の重要な拠点となっていたのが

消防団の屯所である．今日のように公民館などが設置さ

れる以前は，屯所は消防活動のためだけでなく，町内の

寄り合いが日常的に開かれ地域のコミュニティの中心と

なっていた．この近くに山車制作が行われる山車小屋が

置かれ，大きな作業は山車小屋で，人形や小物などの縫

い物・お囃子の練習やそれに伴う炊き出しなどは屯所で

行われた．  
	
 しかし，中心街に大型商店が登場した頃から若い消防

団員も減り，平成に入ると屯所近くに山車小屋を構えて

いた山車組が相次いで広い空地を求めて町外に移転した．

特に山車組を有する町が集中している中心街周辺の空き

地はアパートや駐車場の適地であり，空き地を借りられ

なくなったことや騒音などの苦情が増えたことが主な原

因である．また，町内の住民が郊外に転出したことで山

車組の構成員も足りなくなり，現在は他の町内に住む

人々が知り合いのいる山車組や賞の常連となっている山

車組に参加する例も見られる．市外からの観光客が引き

子として参加できる制度もできた． 
	
 それでも現在，屯所近くに山車小屋を構え屯所と連携

して活動するという古くからのあり方が残る町もわずか

ながら存在する．また，山車小屋は町外に移転してもそ

のような屯所の使われ方は続いているという町もある．

縫い物や炊き出しは町内の婦人方が担当することが多く，

山車小屋が町内から離れても屯所はこのように山車組の

サポートをする人々の活動の拠点となっている． 
 

 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 図-1	
 八戸三社大祭の様子 
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図-2	
 三社の氏子領域と山車行列の運行経路	
 

	
 

	
 

	
 

4.	
 祭りの語り	
 
	
 	
 

	
 山車組の場に関する語りとして，2011年12月26日か

ら12月27日にかけて，山車組にさまざまな形で関わっ

てきた八戸市内在住の40代〜60代の男女8名にインタ

ビュー調査を行った．山車組に参加し始めてから現在

までの自身の体験や周囲の人々との関わり，地域の変

化などについて伺った．	
 

三社大祭の歴史や空間の使われ方，地域と祭りの関

係を下敷きに，山車組に関わる方々の語りをもとに，

山車組という場における人々の集散や交流の発生，場

の継続に結びつく要素を分析する．特に複数の話者に

共通する要素や，個々人の場への関わり方の質・変化

に着目した．以下では特に詳細なエピソードが得られ

た 4人の語りについて，場の要素が表れている発話デー
タを抽出・分類し（表-1），他の話者の語りと合わせて
整理する．  
 
(1)	
 空間，プログラム	
 
	
 山車小屋が町内あるいはその近くにあった頃は，地

域の人々の日常的な寄り合い所となっていた屯所や子

供たちの遊び場である空き地といった，生活の中で

人々が日常的に利用する空間と，山車作りやお囃子練

習などの祭りの準備が行われる空間が重なり合ってい

た．山車組の活動の場が身近にあることで遊びや近所

付き合いの延長のような形で，自然に興味を惹かれ巻

き込まれるように山車組に町内の人々が集まっていた． 
	
 子供の頃に山車小屋の近くで遊びながら山車が出来

上がっていくのを見たり，山車作りを手伝ったりして

いたなど，遊びの一部のような楽しみの感情を持って

祭りの場に関わっていたことや，身近に見ていた山車

作りやお囃子に強く憧れていたという記憶が，大人に

なってからも祭りへの愛着の根本となっている．山車

小屋を取り巻く空間での活動を通じて町内の顔見知り

同士が祭りに協力したり，その場で人々が知り合って

いくことで，転居などで出身町内を離れても「顔見知

りがたくさんいる自分の町内でまた祭りに参加したい」

という思いから，祭りのときには出身町内に戻ってく

るという人々の集散が発生している．  
 

おがみ神社氏子町内

おがみ神社氏子町内の山車組

新羅神社氏子町内

新羅神社氏子町内の山車組

神明宮氏子町内

神明宮氏子町内の山車組

その他の町内の山車組

0m 1500m
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表-1a	
 発話データの抽出・分類	
 

  case1(朔日町，50 代女性) case2(吹上，50 代男性) case3(十一日町，50 代男性) case4(売市，60 代男性) 

空間 

お祭りに出る子供の親たち

がおにぎりにぎったりお弁

当作ったりするところを「か

たや」っていうのね．駐車場

みたいなとこだったり，テント

張って． 

 

かたやとか山車小屋に自然

に子供が集まって，お祭り

が待ちきれなくて，自分たち

で太鼓とか出して叩いてた

の．夏休みとかになると山

車も作るの手伝うわけよ． 

昔は町内に山車小屋があっ

たので，学校の帰りとかに山

車小屋の近くを通るんですよ

ね．昔はもう子供はそうやって

山車小屋とか身近なところ

で，作るのも見れたしお囃子

の練習も見れたもんで，やっ

ぱりお祭りに憧れっていうの

がありましたね． 

 

どの町内も，屯所と山車小屋

で連携してる訳ですよ．屯所

でも人形作ったり，お囃子練

習したり． 

十一日町の真ん中に屯所が

あるんだよ，そこをお囃子の

練習とかの起点にしてる．昔

は町内の人はみんな消防団

さ入って，酒飲んだりトランプ

やったりしてるの．火が出たっ

て言えばみんなで一致団結し

て消しに行く．昔は遊びがそ

んなになかったから，屯所に

集まって飲んだりしてたんでな

いの， 

小学校のころは（大人たちが

山車をつくっているところで）

ほら紙巻けっていわれて貼っ

たりして，３時になればキャン

ディーもらったりパンもらったり

するのが楽しみだったけども． 

体験 

参加の

仕方 

もう知らないうちに出てる

の，親が連れて出るから．

それでずーっと出てて．父

親がだっこして． 

 

やっぱり女の子はね，中学

校に行けばさ，部活とかそう

いうのもいろいろあって，あ

と恥ずかしいのもあるでし

ょ，だから一旦やめる，出な

くなるんだよね，見るだけに

なっちゃって．で結婚して子

供ができれば，子供を連れ

て歩くのを口実にまた出て．

だんだん年取ってくるとね，

裏方のほうに回って，おに

ぎりとかお弁当作って，親

戚の子供とかお祭りに出さ

せたり． 

もうずっと小さい頃から吹上に

住んで，高校生ぐらいまでや

ってましたけども，大学に行っ

たもんで，そこからお祭りに参

加できないブランクがずっと続

いたんですね．卒業してお祭

りやりたいって思いながら地

元に就職したんだけども，仕

事の関係もあってやれなくて，

転職したタイミングでまた戻っ

たというような感じなんです

よ．戻ったときは作る方から始

まって，今度は運営の方，お

祭りの中での役職も上がった

っていうのもあるんですかね， 

子供の頃から親父に連れら

れてかだってた．だからお祭り

にかだる※ことが当たり前だと

思ってた．そのうちに今度，親

父が大工だったから作るのを

見てて，作ってみたいなあと

思って．高校 3 年の時に絵描

くのを手伝って．高校出て就

職して，作るようになった．２７

のときに親方の役をとったの，

制作技術もアップさせながら，

人間関係をつなぎながら，ス

タッフをそろえて外堀を固め

て，5 年前に親方を譲った．だ

んだんに下の若いのに譲って

かないと．今は会長職になっ

た．山車絵をいつも描いて，

人形作ったり色付けたり． 

（※かだる：祭りに出る） 

山車組が発足したときから参

加して，小学校のうちは小太

鼓，中学校からは大太鼓を叩

いて．でも中学校高校ぐらい

になると祭り行くより別なこと

やってる方が面白くなったりし

て行かなくなって．私の父親

が，私が 26 のときに亡くなっ

て，祭り組の若い人方が悔み

に来てくれて，それからちょっ

と山車作りに顔出したり．何年

かやって，次の制作委員長が

私にまわってきたわけです

よ．隣の組に負けたくねえと

思って，とにかく毎年一人ず

つ仲間増やそうって声かけ

て，よその組から台車借りて

きて参考にして．それから，制

作から親方になったんです． 

変化     

（長期） 

ちっちゃい町内だからね，今

はもうほとんど人が居なくな

って，あちこちから呼ぶって

いうか，きてもらう．（山車小

屋の用地として）前借りてた

駐車場はもうだめっていわ

れて，去年まで山車置いて

たところには小学校が建っ

たからまた遠くに移った． 

 

私が子供のころは，ほんと

に町内の人だけでやってた

のね，いまはもうほとんど人

が出てしまって，駐車場に

なったりしてるからね．もう

みんな年になって子供いな

いから，引っ張る人がなくっ

て， 

作る人ももちろん協賛してくれ

る方も町内の方だけではない

んですけど，スタッフは町内が

7 割 8 割．今は山車小屋がみ

んな町内を追い出されて，場

所もないしね，空き地もない

し，あっても狭くてまわりはみ

んな住宅で，苦情が出たり，

山車小屋が身近にない時代

なんです．いまはもうちらも中

居林のほうに山車小屋を置か

ざるをえないし， 

でも今ほんとに子供大変なん

だよ，町内さいねえ．保育園さ

行って，年長組を借りて教育

の一環としてやんねえかと．

それが二十何年続いてる．太

鼓たたきがいねえから，よそ

の町内から借りてる．（子供た

ちは）やっぱり，まちを歩きた

いわけ．だから喜んでかだ

る． 

 

これから大変なのは，山車小

屋の確保だよね． 

地元の人だけでということで

はできませんので，気持ちが

あって賛同してくれる方なら，

どこの方でも一緒にやりましょ

うと，今は山車制作やそれ以

外でも若い人方は特に，半分

か 3 分の１ぐらいしか地元の

人はいないですね．最近一番

難しかったのは山車小屋の用

地，道具の保管場所の確保，

これが少なくとも私らがやらな

ければならないことですよね．

なるべく私らも町内会のお手

伝いしたり，町内会やいろん

なものと祭り組と，お互いバッ

クアップしながらやらないとな

かなか難しいし， 

変化    

（１年） 

祭りの準備期間はもう 5 月の

初めぐらいから．もっと近くな

って回覧板でお知らせした

り，練習はいつから始めま

すよって学校に案内持って

いったり，それからどんど

んお囃子の練習も始まって

町内にお囃子が聴こえるよ

うになると，いよいよだな

あというふうに，町内の雰

囲気も変わってきます．	
 

その年の祭りが終わってす

ぐ，来年は何にしようかって考

える．歌舞伎見に行ってみた

り，資料をそろえたりして考え

て，下絵書いて色つけて皆に

見せて，５月の中旬から人が

集まって（山車作りが）スター

ト． 
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表-1b	
 発話データの抽出・分類	
 

  case1(朔日町，50 代女性) case2(吹上，50 代男性) case3(十一日町，50 代男性) case4(売市，60 代男性) 

思い 

動機 

（子供の頃，山車作りを見て

いるときに）気持ちがわくわ

くするんだよね．あーお祭り

始まるなあって，楽しみなわ

け． 

 

朔日町に住んでいなくても，

朔日町のお祭りに出たい．

だって，朔日町の出身だか

ら．出るところは朔日町．そ

こに行けば知ってる人もい

るから．毎年一緒に出てる

人と出たい．他の所で出る

人はまずいないと思う．み

んな戻ってくる． 

お囃子好きだとか子供の頃に

お祭りに憧れたっていうのが

今も続いていて，だからもうず

っとやめれないで．お囃子が

聴こえればざわざわするって

いうか，本番でお囃子やった

り太鼓たたいたり，そういうの

が染み付いてるからもう，とに

かく大好きという感じで．賞を

もらえばやっぱりまたとりたい

なあということで続けられると

いうのもありますね．特に好き

な場面は，山車を作って本番

に向かって準備して，できたと

きがやっぱり，好きというかほ

っとするっていうか，やったあ

という感じがしますね． 

前夜祭に持ってって，山車が

ばーっと開いた時が一番好

き．今年もやったなって．あれ

を見たくて毎年つくってる．感

動っていうかな．うちはこんな

のつくった，他はどうだ，って

いうのを見たときが一番好き．

だから自分の時間も家族との

時間も惜しんで作ってる．でも

子供も結局お祭り好きになる

から．俺が年取ったら子供ん

どが作っていくっていう，輪廻

というか，そういうのがあるの

かなと思ってる．参加を続け

たのは，まぁ好きだからだべ

な．だからずっとお祭りさ携わ

っていきたいな．おじいさんに

なっても紙貼ったりはできる

し． 

どこでも原則的には，地域の

子供たちを楽しませようという

ことが第一番の理由づけにな

っていると思うんですよね，結

局何のために続けてるのかと

いうと，あのおじちゃんたちが

やってるときにお祭りなくした

と言われたくないっていう気持

ちがあるんですよね，自分が

やってるときになくしたという

のは誰でも避けたいんだけど

も，あと 2 年か 3 年やればい

いっていうことではないし，次

の代に伝えてつながっていか

なきゃない． 

交流 

集散 

幼稚園とか小学校低学年ぐ

らいになるとみんなね，勝

手にかたやとか山車小屋に

遊びに行くから，そこで顔な

じみになって友達ができる

わけ． 

 

みんなお祭り好きだから

ね，集まってくるの．みんな

もう朔日町を離れてるんだ

けども．もともとは住んでい

た人． 

自分の町内に山車組がある

人も来るんですけど，やっぱり

町内にないっていう人は，お

祭りやりたい人は来ますね．

知り合いを通じてっていうのも

あるんですけど，やっぱり吹

上の山車組がいいっていう人

も．スケールの大きさっていう

のもあると思うんですけど．賞

をとって 5 連覇が始まってか

ら参加者が増えてるんですよ

ね． 

 

うちらは（町内の）エリアも広い

ですから，いまは吹上だけじ

ゃなくて隣の中居林の町内も

一緒にっていう，この広さに助

けられてますよ． 

スタッフを集めるのは大変．町

内にいないんだ，50 世帯しか

ないんだもの．長男だけ残っ

てあとみんないなくなるの．だ

から友達とかを集めるしかな

かった．それでやっぱり最低

20 人．チームをつくって固め

て，賞をとって，次の世代に渡

して若いのにはもっと友達集

めなさいって集めさせて．友

達の友達とか，中には十一日

町の山車を見てここに入りた

いっていう人もいた． 

町内会が組織されてない時

期にも，地域の防災だとか親

睦だとかに祭りを活用したん

だろうと思うんですよね．昭和

のころなんかは，毎日お酒が

飲める時代ではなかったので

ね，お祭りってとにかく食べ物

や飲み物にありつけるってい

うのがあるんですよ，だから飲

むときになるとどっから来たん

だべってぐらい人が集まるん

ですよね．そうすることで輪っ

ていいますかね，地域の話を

したり，そういうのも楽しみだ

し， 

 

子供がどうしてもお祭りに参

加したいけど自分のところに

は山車組がないとか．実家が

こっちで自分が子供のときに

売市で出ていたから子供にも

参加させたいということで来ら

れることはあります．  

 
 
(2)	
 参加の仕方	
 
	
 幼少時は親に連れられて引き子として参加し，その

うちに大人たちの山車作りを手伝いながらお囃子の練

習をするようになり，大人になると子供たちのサポー

トや山車制作から徐々に山車組の運営へ，というよう

にライフステージや山車組への関わりの長さに応じて

山車組の活動への参加の仕方や役割に段階的な変化が

生じている． 
	
 子供が年長者の姿を見て憧れたり，自分の役割にや

りがいや充実感を感じたりすることが，毎年の祭りを

楽しみに思ったり参加を継続したりすることにつなが

っている．また，幼少時から親に連れられて参加して

いた人が同じように自分の子供を連れて山車組に戻っ

て来たり，近所の子供のサポートをしたりするなど，

自身の幼少時の体験や記憶を子供たちに引き継ぐとい

うようなことも起こっている． 
	
  
 (3)	
 場の変化	
 
	
 山車組が本格的に活動するのは毎年概ね５月から７

月までである．徐々に山車組に人が集まり活動が本格

化していく中で，山車が出来上がっていく様子やお囃

子の音など祭り独特の風景の変化が地域の人々の中で
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共有され，「今年も祭りがやってくる」と祭りを思い

出させる． 
	
 日常の中に祭り独特の非日常の雰囲気が１年の中で

周期性を持って徐々に起こっていくことで地域の人々

の気持ちは高揚し，愛着を持った祭りの姿が再生され

るとともに，普段は居住地が離ればらばらになってい

る人も集まってきたり新しい仲間が加わるなど，山車

組での人々の関わりも再生・更新される． 
 
 
5.	
 場のデザインに向けての考察	
 
	
 

(1)	
 語りから抽出された要素と問題点	
 

	
 語りからは，祭りの歴史や地域の空間構成だけでな

く，それらによって個々人の場への関わり方や人々の

交流の生まれ方，場を存続させる人々の記憶がどのよ

うなものになっているのかを知ることができた．山車

組という場に人々が集い関わりを持つということにお

いて，以下のようなことが言える（図-3a, 3b, 3c）． 
1. 溜まり場や遊び場など，人々が日常的に，自由に

集まり多様な活動を展開できる場と，山車小屋を

核とした非日常的な活動の展開されている場が近

接し重なり合っていることが山車組という場への

関わりのきっかけとなり，祭りに親しむ気持ちを

醸成している． 
2. ライフステージに応じた役割や関わり方がある中

で，憧れの気持ちや記憶の継承を伴う役割の変化

が，個人にとっての参加の継続だけでなく山車組

という場そのものの継承にも繋がっている． 
3. 祭りのシーズンという特定の時期の訪れが人々を

祭りの場へと引き付け，場の重なりにより生まれ

ていた顔見知りの関係にある人々や，空間的に離

れてしまった人々も再び集う．祭りに向けて移り

変わる光景は毎年繰り返されることで人々の心に

染み付き，祭りの訪れを人々に知らせる役割を果

たしている． 
 

 
 

図-3a	
 語りを基にした場の重なりと空間的要素の抽出 

 

 

 

図-3b	
 語りを基にした場における役割の変化の把握 

 

 

 

図-3c	
 語りを基にした場への関わり方の継承の分析結果 
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 これをもとに，以下のような場のデザイン言語を抽

出した．	
 

1. 多様な活動の場の重なり	
 

・	
 不特定多数の人々が立ち寄れる場所	
 

・	
 人々が行き来する中での目印となる場所	
 

・	
 自由に活動できる空間	
 

・	
 互いの活動の様子が見える，聴こえる	
 

2. 場への関与の仕方の変化と継承	
 

・	
 ライフステージに応じた多様なプログラム	
 

・	
 世代の違う人々が居合わせる	
 

3. 周期性と場の変化の共有	
 

・	
 場の様子が変化する	
 

・	
 周期的に人々が集まる	
 

・	
 日常と非日常の混在	
 

	
 しかし，先述のように近年特に中心街周辺の町内の

山車組においては，山車制作の場・お囃子の練習など

の活動の場・山車組の参加者たちの生活の場というか

つては重なり合っていた場が離れ，上記のような要素

は弱まりつつあると言える（図-4）．	
 	
 
	
 

(2)	
 八戸市中心街の現状	
 

	
 三社大祭の舞台であり，中心となる3つの神社と氏子

町内の多くが分布する八戸市中心街は，古くから商業

の中心地として繁栄し，市民が「まち」と呼んで親し

んできた場所である．家族で出かける場所，学生や高

齢者がが立ち寄る場所といったように人々にとっての

中心街の意味合いはライフステージによって変化し，

それが世代間で受け継がれてきた．この点は，山車組

における場のあり方と類似している．	
 	
 

	
 しかし，商業化により居住者が大きく減少しただけ

でなく，大型商業施設が相次いで中心街から撤退し郊

外に新たな大型商業施設が開店したことで商業の中心

としての求心性さえも失われつつあり，現在は空き店

舗が目立ち，祭りやイベントのときだけ極端に人が集

まり賑わっている状態である．	
 

	
 山車行列の経路でもあるメインストリートはバス通

りとなっており，主要な路線の終点となるバス停も集

中していることから自動車の交通量が多い．中心街ま

での交通手段も自家用車やバスが圧倒的に多く，メイ

ンストリート周辺の歩行者の行動経路と自動車動線を

重ねると，自動車により歩行者交通が分断されている

ことが分かる．商業の衰退も相まって，人々の動きは

一部の大型施設のみに集中しワンパターン化している．	
 

このような現状においては，中心街から人々が離れて

いくだけでなく，人々の活動の場や行動経路の中での

動線・視線の交わりは発生しにくく，交流の場が生ま

れ発展していくことは難しい．	
 

	
 

(3)	
 提案の方針	
 
	
 以上のことから八戸市中心街は，語りによって抽出

された場における重要な要素と問題点との両方を併せ

持った状態であると言える．そこで，地域の空間と深

く結びついた古くからの山車組のあり方を八戸市中心

街で再生させ，この場所を行き交う人々の日常と重ね

合わせることで新たな場のデザインができないかと考

えた．	
 

	
 まず，多様な活動が重なり合う場の核として山車小

屋を用いる．さらに「他者と何気なく居合わせている」

「他者の様子を見て興味を惹かれる」といった緩やか

で温かみのある人々の関わりを生むために，神社・山

車の経路といった祭りの空間要素と中心街での人々の

日常的な行動経路との関係に着目した空間改変を行う．

山車組での人々の役割や関わり方が世代間で巡り継承

されていたように，中心街において場の重なりの中で

それぞれの世代の多様な過ごし方を連鎖させることで，

八戸で暮らす人々の「帰る場所」となるようなまちの

場のデザインを考える． 

	
 

	
 	
 	
 	
 図-4	
 地域の空間構造と山車組の場の変化 

 

 

6.	
 八戸市中心街における場のデザイン提案	
 
	
 

	
 現状の問題点を踏まえ，語りをもとにした八戸市中

心街（以下「まち」）における場のデザインについて

提案する．まちでの人々の行動や空間の使われ方から
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語りによって得られた場の要素に通じるものを拾い上

げ，空間的な問題を解決し新たなプログラムを付加す

ることで，地域に根付いた場の意味や受け継がれ方を

再生した．具体的な提案内容を以下に示す．	
 

	
 

(1)	
 まちの中心としての山車小屋	
 

	
 山車小屋をまちのメインストリート沿いに設置し，

周辺に広場やバスの待合所，図書館など人々が日常的

に利用できる空間を整備する．山車小屋の周りで多様

な活動の場が重なることで，人々が互いの様子や祭り

に自然と興味を持ち交流が生まれる．親子連れ，学生，

高齢者などさまざまな属性の人々がそれぞれの過ごし

方を選ぶことができる空間にすることで，祭りへの関

わり方が世代間で継承されてきたように，まちでの過

ごし方・まちという場が継承されていくという設計思

想を考えた（図-5）．	
 	
 
	
 こうした場のデザインは，前述した語りをもとに抽

出したデザイン言語を下敷きにしたものであり，複数

人の祭りという場における立体的な場の継承と発展的

な場の連鎖を意図したものである．語りの内面化は設

計者の意識下で起こるものではあるが，こうしたデザ

イン言語を整理することで，設計の展開において住民

との対話がより円滑に行える可能性もあることから，

語りをデザイン言語化し共有していくことの意義は大

きいと考える．	
 

	
 

(2)	
 モビリティデザイン	
 

	
 核となる山車小屋の周りを人々が緩やかに行き交い

思い思いに過ごせる環境を作るために，周辺の自動車

動線を整理する．メインストリートをトランジットモ

ール化するとともに，祭りの経路と三社の方向を下敷

きに，市内の各方面からの動線が中心街に入る玄関口

となる箇所のバス停や駐車場をリデザインし，まちの

駅として整備する．具体的にはバス動線や車動線が歩

行者と入り交じる原因となっている駐車場の配置やバ

ス停の配置などを再構成し，広場や待合所などと合わ

せて整備する． 
	
 次に歩行空間のデザインでは，自動車動線の整理に

よって歩行者の自由な行き来が可能になったメインス

トリートにおいて，歩道を見下ろすデッキや店舗から

張り出すテラス，高低差のある広場など，まちで過ご

す人々の視線や動線が多様に交わる空間操作を施す．

場の重なりや場への関わりのきっかけをちりばめるこ

とで，歩くほどに他者の姿や起こっているものごとに

目を惹かれ，次々とまちでの過ごし方が連鎖していく

歩行空間となることを考えた．（図-6a, 6b）	
 
	
 こうした構成は，語りにおいて抽出された祭りへの

参加者の場の風景をもとに，その風景が生まれる動線	
 

	
 

	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 図-5	
 場のデザイン概要 

 
	
 	
 	
 	
 	
 図-6a	
 モビリティデザイン：改変前 

 

	
 	
 	
 	
 	
 図-6b	
 モビリティデザイン：改変後 
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の整理とその重なりに配慮したものである．デザイン

という作業の性質上，場の参加者の語りからデザイン

そのものが生まれる訳ではないが，イメージの共有や，

設計の中核をなす風景（この場合は山車小屋とその周

辺）をいかにして生み出していくか，そのための移動

空間のデザインを考える上で，祭り参加者の語りの利

用は有効であったと言える．	
 

 

 

7.	
 まとめ 
本研究では，八戸三社大祭の山車組における場に関

する語りから，人々の集散，場への愛着や関わりの動

機づけに結びつく要素を抽出し，それらを反映させた

八戸市中心街における場のデザイン提案を行った．地

域に根付いた場の風景を語りから捉えることで，そこ

で起こっていた関わりの質や人々にとっての場の意味

を知り，計画へと繋げることができた． 
時代の流れにより地域の空間構造が変化して行く中

でも，人々によって自然に醸成されてきた関わりを現

在の空間利用と重ね合わせ，新たな場として再生させ

ることは重要である．このような手法は，他の都市に

おいても応用が可能であると考える．  
 
謝辞：調査にあたっては，八戸市の各山車組の方々に

多大な御協力をいただいた．八戸市の田名部裕雅氏を

はじめ，インタビューや山車組の参加者の方の紹介な

どに御協力くださった８名の方々に，深く謝意を表す

る．  
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